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１．はじめに
近年、高齢者介護関連の施設や住居において、高齢者

や家族、関係者に「家庭らしさ」を感じさせる環境、あ
るいは「家庭的」な雰囲気を持つ空間を創り出すことを
求められることが多くなっている１）。そのような環境、
空間を創出するために、個室・ユニット化２）や、使い
慣れた日用品３）、家族で食事をしている風景の写真４）、
畳のコーナーやのれん５）、囲炉裏の設置６）、介護用ユ
ニフォームの工夫７）などの多様な取り組みが福祉・医
療・看護等の現場で積み重ねられている。

また、建築・住居学の分野では、どのような条件が整
えば、「家庭らしさ」を感じさせる環境、空間を創出で
きるのかについて、様々な視点からの検討が行われて
きた８），９）。しかしながら、そのほとんどは、サービス
の提供者側（施設職員等）が持つ「家庭らしい」環境の
イメージや概念に注目したものであり、受給者側（高齢
者）の意識や感性に焦点を当てたものは極めて少ない。
施設職員と高齢者では生活空間へ向けられる意識に違い
があることから10）、直接、高齢者の声を聞き、その意
識や感じ方を詳細に把握する必要がある。また、自宅と
施設との大きなギャップは、特に認知症高齢者には適応
が難しく、強いストレスをもたらすことから11）、一般
の高齢者が持つイメージに注目し、どのような意匠・し
つらえであれば、より「家庭らしさ」を感じるのかを分
析し、空間面でも自宅とのギャップを小さくような施設
づくりを行うことが重要であると考える。

本研究では、高齢者と施設職員を対象に画像を用いた
印象評価を行い、高齢者居住施設の共有空間に対する

「家庭らしさ」のイメージ評価構造とそれに関連する物
理的構成要因について比較・検討することを目的とする。

２．調査概要
（１）調査対象者

対象者は、山口県東部で自立生活を営む65才以上の
高齢者130名、及び同地域にある高齢者居住施設の職員
60名である。なお、対象者に対しては、研究の目的、本
実験への協力は自由意思であること、データは研究以外
の目的では使用しないこと、プライバシーを遵守するこ
と等を文章及び口頭により説明を行い、同意が得られた
者に評定用紙を配付した。回答後の評定用紙は郵送法で
回収した。有効回収数は高齢者86部（男性26、女性60、
平均年齢75.1歳）、施設職員49部（男性８、女性41、平
均年齢48.4歳）であった。評定用紙の配布は、平成25年
12月及び平成26年12月に行った。
（２）評価用画像の選定

評価用画像には、筆者らが国内外で撮影した高齢者
居住施設の共有空間の写真の中から、内装仕上げや照明、
装飾品などの物理的構成要因の多様性や、施設種別など
を考慮して、計30枚を選定した。選定された画像とその
物理的構成要因の特徴はFigure１、Table１に示すとお
りである。
（３）評価方法

選定された30枚の画像について、SD法による印象評
価を行った。評価尺度は既往の研究12）,13）を参考に、イ
ンテリアを扱う際によく用いられる14形容詞対を選定
した（Table２）。また、家庭らしさを評価する独立
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Figure１　評価用画像

Table１　各画像の特徴
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尺度として「家庭的な－施設的な」を選定した。評価
は、「どちらでもない」を中立点として、「非常に」
「やや」を両端に配した５段階評価とした。評定用紙
は、A4の用紙１枚につき１つの刺激画像をＬ判サイズ
（89mm×127mm）にカラー印刷したものと選定した14
の形容詞対と「家庭らしさ」の計15の評価尺度を配置し
た。なお、写真の呈示にあたっては、順序効果を考慮し
てランダムな順番で呈示した。なお、本研究での統計解
析にはIBM SPSS Statistics Version21を用いた。

3．結果および考察
（１）共有空間に対するイメージ評価構造の分析

30枚全ての画像により高齢者居住施設の共有空間を
代表すると考え、調査対象者135名の30枚全ての画像に
対する回答をデータ行列とし、14の評価尺度による因子
分析（主因子法、プロマックス回転）を行った。因子負
荷が１つの因子について0.35以上で、かつ２因子にまた
がって0.35以上の負荷を示さない11項目を選出した。そ
の結果３因子が抽出され、第Ⅰ因子は“華美”因子、第Ⅱ
因子は“広さ”因子、第Ⅲ因子は“快適性”因子と解釈され
た（Table３）。また、各下位尺度の信頼性を確認する
ためにCronbachのα係数を算出したところ、３因子の
いずれも内的整合性の基準とされる0.7以上を示した。
（２）家庭らしさとイメージ評価との関連

３つのイメージ評価因子と「家庭らしさ」の評価得点
について施設職員と高齢者で群間比較した結果をTable 
４に示す。イメージ評価に関しては、“華美”、“広さ”、
“快適性”の３因子ともに、施設職員は高齢者と比べて得
点が低く、１％水準で統計的な有意差が認められた。こ
のことから、施設職員は高齢者よりも高齢者居住施設の
共有空間を全体的に低く評価する傾向があると言える。
一方、「家庭らしさ」の評価については、施設職員の方
が得点は低いが、有意差は認められなかった。

次いで、「家庭らしさ」の評価に与える３因子の影響
の強さについて検討を行った。「家庭らしさ」の評価得
点を従属変数、３因子を説明変数とした重回帰分析を対
象者の属性ごとに実施した（Table５）。

施設職員では、各説明変数の影響力をみると、“快適
性”因子が0.753と最も高くなり、以下に“広さ”因子が
-0.230、“華美”因子-0.096と続いた。なお、全体的なモ
デルの妥当性を示す決定係数（R2）は0.501となり、本
モデルの妥当性を示した。このことから、施設職員に
とって「家庭らしさ」の評価に最も強い影響を与える因
子は“快適性”因子であり、それがプラスの値を取ること
から、快適性が高いほど家庭的になると言える。また、
その他の因子（広さ・華美）は、「家庭らしさ」の評価
にほとんど影響していない。

中嶌ら14）は先に行った研究によって、施設職員が持
つ「家庭らしい」環境の概念的なイメージは快適性、生
活感、建物の印象の３因子で構成され、特に“快適性”因
子の寄与が大きいことが明らかにされている。本調査に
よって、空間の視覚的なイメージについても“快適性”因
子の影響が最も大きいことがわかった。また、高橋ら15）

の研究では、グループホームの職員にそれぞれが勤務す

Table２　使用した評価尺度

Table３　共有空間に対するイメージ評価構造

Table４　「家庭らしさ」の評価得点
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る施設の「家庭らしさ」について評価させ、それらを階
数やユニット数などの建物規模ごとに比較した結果、特
に規模の小さい建物ほど家庭的であると評価される割合
が高いことが示されている。本調査でも同様に、空間の
広さ感が低いほど家庭的な印象を高めているが、その影
響度は“快適性”と比べると相対的に軽微であることが分
かった。

次に、高齢者では、“快適性”因子が0.652と最も高
く、以下、“華美”因子-0.216、“広さ”因子-0.044と続い
た。このことから、高齢者についても施設職員と同様に、
「家庭らしさ」の評価には、“快適性”因子の影響が大き
く、その他の因子はほとんど影響がないことが明らかに
なった。これは、高齢者・施設職員の双方にとって、共
有空間の居心地の良さや温かさなどのイメージが、「華
やかな－地味な」、「現代的な－古典的な」、「広々と
した－狭苦しい」などの建物内部の意匠や空間的な広さ
よりも優先されるためと考えられる。ただし、決定係数
（R2）は0.34と高くない。このことは、ここに投入され
た３つの因子以外に、高齢者による「家庭らしさ」の評
価を高める別の要因が存在することを示唆するものであ
る。
（３）家庭らしさのイメージを規定する物理的構成要因

共有空間の写真に表出した物理的構成要因の違いが、
「家庭らしさ」の評価にどのような影響を及ぼすのかを
検討するため、対象者の属性ごとに、画像の物理的構
成要因と「家庭らしさ」の評価との相関分析を行った
（Table６）。

施設職員では、床材が木質系あるいは繊維系の素材で
あることや、内壁材・天井材が木質系の素材であること、
生活用品の数が多いこと、民家活用型の建物であること
にプラスの弱い相関がみられた。一方で、床材が合成樹
脂系の素材であることや、内壁材が塗装されていること、
天井材が石膏等の素材であること、テーブル・椅子等の
家具の個数や、誘導灯・火災警報器などの不自然物の数
が多いことにマイナスの弱い相関がみられた。赤木８）

は、施設職員を対象にSD法を用いた共有空間の印象評
価実験を行い、生活用品の数が多いことや、家具セット
の数が適当であること、不自然物の数が少ないことなど
の物理的構成要因が、家庭らしさの印象形成に影響を与
えていることを明らかにした。今回の結果は、赤木らの
結果を支持するものであり、それらに加えて内装材に自
然系の素材を採用することが効果的であることを明らか
になった。

高齢者では、内壁材・天井材が木質系の素材であるこ
とや、民家活用型の建物であることにプラスの相関がみ
られた。一方で、床材が合成樹脂系の素材であることや、
天井材が石膏等の素材であること、テーブル・椅子・不

自然物の数が多いことにマイナスの相関がみられた。
以上の結果をふまえれば、施設職員・高齢者ともに、

共有空間の物理的構成要因として内装材に自然系の素材
が用いられることや民家活用型の施設であることで「家
庭らしい」印象を高め、テーブル・椅子等の家具の個数
や、誘導灯・火災警報器などの不自然物が多いことで
「施設らしい」印象を高めるという点で概ね一致してい
ると言える。一方で、施設職員は高齢者と比べて、「家
庭らしさ」の評価に及ぼす物理的構成要因の影響が大き
いという傾向がみられた。

Tab�le５「家庭らしさ」を従属変数としたときの重回帰
分析の結果

Table６　物理的構成要因と「家庭らしさ」の相関分析
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近年、家庭的な環境・空間を創出するための取り組
みが福祉・医療・看護などの現場で積み重ねられてお
り、それらの効果が検証されてきた。望月ら16）は、内
装の異なる高齢者居住施設に勤務する職員の動線追跡調
査を行い、木質系内装材を採用した施設では、木質系床
材を傷めないようにするため職員の歩行速度が遅くなり、
家具等の扱いも丁寧になるという効果が生じたことを明
らかにしている。また、厳爽ら17）は、新築型グループ
ホームと民家活用型グループホームにおいて詳細な行動
観察調査を行い、民家活用型は一般住宅以上の滞在密
度となり、スタッフと入居者の距離が近いことを明らか
にし、それが一般になじみ感を与える要因になっている
ことを指摘している。足立ら２）は従来型特別養護老人
ホームを対象に悉皆アンケート調査を行い、少人数の暮
らしを支えるユニットケアを導入することで、入居者の
周辺症状や健康状態、入居者同士の一体感などに効果が
生じていることを指摘している。本研究の結果は、上記
のような取り組みによって創出された環境・空間が、施
設職員と一般高齢者の双方に対して、「家庭らしい」環
境であるという視覚的なイメージを高める上でも有効で
あることを示唆している。

4．まとめ
高齢者と施設職員を対象に、高齢者居住施設の共有空

間の写真を用いたSD法による印象評価を行い、「家庭
らしさ」のイメージ評価構造とそれに関連する物理的構
成要因について比較・分析した。

その結果、共有空間のイメージ構造では“華美”、“広
さ”、“快適性”の３因子が抽出された。これら３因子の
中で、「家庭らしさ」の評価に最も強い影響を与えるの
は、施設職員・高齢者に共通して、「居心地」や「親し
み」、「温かみ」などで構成される“快適性”因子であり、
快適性が高いほど「家庭らしい」印象を高めていた。

「家庭らしさ」のイメージ評価構造と物理的構成要因
の関係においては、施設職員・高齢者に共通して、床材
や内壁材、天井材に自然系の素材が用いられることや
民家活用型の施設であることにより「家庭らしい」印象
を高めている。一方で、床材や天井材に新建材が用い
られることや、机・椅子等の家具の個数が多いこと、誘
導灯・火災警報器などの不自然物が多いことに関しては、
「施設らしい」印象を高めていた。

以上のように、共有空間に関する「家庭らしさ」の評
価に関しては、施設職員と高齢者の間に大きな違いは
みられなかった。ただし、施設職員は高齢者と比べて共
有空間を全体的に低く評価しており、「家庭らしさ」や
「施設らしさ」の印象形成に対して物理的構成要因がよ
り強い影響を及ぼすことが分かった。
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